
（様式）   令和４年度 那珂川町立小川中学校 学校評価報告書 

 

     評 価 項 目 
評価 取組状況・成果・課題 改善策 

学校関係者評価等でいた

だいた意見等  各学校での目標（重点は○数字）・具体策 

Ⅰ 特色ある学校づくりのための学校運営  ・職場体験学習では地域コーディネーター

の尽力で、新規の事業所開拓ができた。 

・町の保健師や栄養士の方等に授業を行っ

ていただき、専門的な知識を学ぶことがで

きた。 

・地域学校協働本部との連携を深化させ、

より充実した学びになるよう実践を重ねて

いく。 

・いつもは接することのない専

門的な大人の話を聞くと、何か

ヒントになることが得られる

と思うので、機会を作ってほし

い。  

 １ ふるさとを学ぶ機会を充実させる。 

  ・地域の特色を生かした総合的な学習の推   

   進 
Ａ 

 ② 「感動」を生む体験活動を推進する。 

  ・教科横断的な視野に立ち、体験活動を効

果的に取り入れる。 

・学年間の連携を密にとり、「感動」を生む

体験活動を推進する。 

Ａ 

・体育祭やすずかけ祭に生徒のアイディア

を取り入れ計画･運営することで達成感を

味わわせることができた。 

・行事や体験活動だけでなく、その準備や

後片付けにも価値を見出させることで、生

徒のさらなる実践意欲につながった。 

・感染症対策との両立を図りながら、効果

的な取り組みになるよう工夫を重ねてい

く。 

・生徒が得意なことや努力したこと等に対

して、がんばりを認める言葉かけをして実

践意欲につなげていく。 

・多少難しい課題を与えた方

が、考えたり工夫したりして、達

成感を得られるのではないか。 

・感染症対策の中での行事や体

験活動はたいへんであったと思

う。解除後の充実に期待する。 

Ⅱ 確かな学力の向上を図る学習指導  ・生徒が自分の考えをしっかりもち、話し

合うことでさらに練り上げるように、意見

交換や議論の場を意図的に設けてきた。 

・「那珂川スタイル」では、適用問題を多

く取り入れたり、説明型の振り返りを行っ

たりするなどアウトプットの機会を多く

とった。少しずつではあるが学力の向上が

見られた。 

・英語教育の充実に課題が残る。 

・意見交換や議論の場、「那珂川スタイル」

の授業は継続して行い、内容を工夫するこ

とで更なる学力向上を目指していく。 

・英語では、英語を用いて互いの考えや気

持ちを伝え合えるよう、言語活動を充実さ

せたり、ＡＬＴを効果的に活用したりして

学力の向上を図る。 

・「那珂川スタイル」で学力の

向上を図る指導ができてよい

と思う。 

 

① 学習指導を充実させ学力向上を図る。 

  ・主体的・対話的で深い学びの充実 

  ・家庭と連携した基礎的・基本的内容の

定着 

  ・「那珂川スタイル」の確立 

  ・英語教育の充実 

  ・タブレットＰＣの効果的活用 

Ｂ 

Ⅲ 自己指導能力を高める児童・生徒指導  ・道徳の授業の記録に教師のコメントを添

えて教室や廊下に掲示し、道徳性の向上を

図った。 

・学業指導では、委員会や係活動を充実さ

せ、生徒が自己有用感を持てるよう働きか

けてきた結果、学びに向かう集団が徐々に

できてきた。 

 

・道徳的実践意欲につなげるための評価の

方法を研究する。 

・学業指導をさらに充実させるために、今

後も生徒の活動への価値付けを意図的に教

師が行っていく。 

・教育相談の記録は校務支援ソフト上で行

い、必要な情報は全職員で共有する。 

・道徳は多様な意見を認め合え

る場になってほしい。 

・一人ひとりの生徒と向き合うこと

で、結果や学びの集団ができ、

成果を感じた。 

・全職員の情報共有は大切なこ

とだと思う。 

 １ 豊かな心を育てる指導を推進する。 

  ・「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育

の充実 

  ・「学業指導」の充実 

  ・人権教育の推進・充実 

  ・自己有用感のある学年・学級経営 

  ・教育相談の充実と組織的対応の確立 

Ｂ 

 ２ 自分の生き方を考える教育を充実させ

る。 

  ・キャリア教育・進路指導の充実 

  ・ハッピースローププランに基づく小中連

携教育の推進 

  ・「読書活動」の推進 

Ａ 

・進路指導室の運営を充実させたり、生徒

や保護者の相談に丁寧に対応したりした

結果、多くの生徒が自分の生き方や進路に

ついて真剣に考え、実現に向けて努力でき

た。 

・生徒が読書に親しむ機会を充実させた

い。 

・キャリアパスポートを活用し、自身の成

長を実感させ将来の生き方につなげてい

く。 

・生徒会図書委員会を活用し、「子どもたち

に読んで欲しい本 100 選」の周知を工夫し

たり、学級文庫に取り入れたりする。 

･少し広い視野をもって世の中

が直面していることなどにも

興味を持ってもらいたい。 

・読書を楽しむきっかけや環境

の工夫をお願いしたい。 

Ⅳ 健康・安全、体力の向上  ・安全点検の日を設定し、教師と生徒がと

もに危険箇所等の確認を行うようにした。

生徒の視点が加わることで、より細かくチ

ェックすることができるようになった。ま

た、生徒の安全への意識が高まった。 

・消毒や換気等、感染症対策を徹底して行

い、非常に低い感染状況だった。 

・消毒、換気、三密の回避等の感染症対策

を継続して実施する。 

・組織として危機に対応できるよう、危機

管理マニュアルをより実効性のあるものに

更新していく。 

・集団生活に必要な対策

で、日々の見直しが大切だ

と思う。 

① 安心・安全な学校づくりを推進する。 

  ・教育環境の整備充実 

  ・生徒の危機予知能力の育成・向上 

  ・教職員の危機管理意識の向上 

  ・施設・設備の安全管理 

  ・感染症対策の徹底 

Ａ 

 ２ 健康教育の充実と体力向上の推進を図

る。 

  ・健康で安全な生活態度の育成 

  ・主体的に取り組む体力づくりの推進 

  ・安全教育・防災教育の充実 

  ・健康な心身を育むための食育の推進 

Ａ 

・生徒の体力向上の意識が高まり、体育の

授業では一人の見学者もなく自分の目標

達成のために課題に取り組むことができ

た。また、朝の体力づくりに参加する生徒

が多かった。 

・生徒の防災意識をより高めるために、火

災や地震以外の災害を想定した避難訓練を

実施する。 

・小学校と連携した、保護者への引き渡し

訓練を実施する。 

 

・学校給食の重要性が言わ

れているが、楽しく食べら

れるようになってほしい。 

・他校と連携しての訓練は

よいことだと思う。 

Ⅴ 家庭・地域との連携  ・コミュニティスクール導入初年度で、地

域コーディネーターや学校運営協議会委

員の方々とよりよい学校にするために話

し合えた。 

・学校運営協議会や地域学校協働本部の活

動について職員や家庭、地域への周知がさ

らに必要である。 

・学校運営協議会や地域学校協働本部の活

動について、各種たよりやホームページ等

で発信する他、学校行事の折りに紹介をし

ていく。 

・実際に関わっていないと

なかなか自分事としてと

らえられない。情報の発信

が重要だと思う。 

 １ 「地域とともにある学校」づくりを推進

する。 

  ・家庭・地域と連携した基本的生活習慣の

育成 

  ・コミュニティスクールの効果的運営 

  ・ホームページや各種たよりによる情報発

信 

Ｂ 


